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（
国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査
会
）

国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査
報
告
（
中
間
報
告
）
要
旨

本
調
査
会
は
、
国
際
経
済
・
外
交
に
関
し
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
調
査
を
行
う
た
め
、
令
和
元
年
十
月
四
日
に
設
置
さ

れ
、
三
年
間
の
調
査
テ
ー
マ
を
「
海
を
通
じ
て
世
界
と
と
も
に
生
き
る
日
本
」
と
決
定
し
た
。

二
年
目
の
調
査
で
は
、
極
域
を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の
取
組
、
海
洋
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
保
全
と
生
物
資
源
の
持
続
可

能
な
利
用
に
向
け
た
課
題
と
取
組
、
洋
上
風
力
発
電
や
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
な
ど
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
と
課
題
、
海

洋
環
境
の
保
全
及
び
海
洋
気
象
に
関
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
、
海
洋
の
安
全
確
保
等
に
向
け
た
課
題
と
取
組
、
並
び
に
海
洋
に

係
る
教
育
及
び
人
材
育
成
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
計
十
七
名
の
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
質
疑
を
行
っ
た
ほ
か
、

「
海
を
通
じ
て
世
界
と
と
も
に
生
き
る
日
本
」
に
つ
い
て
、
委
員
間
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
こ
れ
ら
を
調
査
報
告
（
中
間

報
告
）
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
令
和
三
年
六
月
二
日
、
議
長
に
提
出
し
た
。

同
報
告
書
で
は
、
調
査
会
に
お
け
る
参
考
人
の
意
見
陳
述
、
主
要
論
議
及
び
委
員
間
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

概
要
を
整
理
し
、
取
り
ま
と
め
て
い
る
。


